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カッコウのカヤクグリヘの托卵

吉田幸弘

〒220-OO42横浜市西区戸部町3-105-1

1978年８月に富士山でカッコウＱｚ“““"0“が托卵したカヤクグリＰ”〃e恥畑伽なの

巣を発見したので報告する．カッコウはわが国では，モズ“"妬”c”〃α“，オオヨシキリ

Acmc"〃αﾉ28sα郷"""αcelUs，オナガ〔ｼzz"””””など28種に托卵することが知られている

(Nakamural990)．カヤクグリヘの托卵についてはNakamura（1990）が堀田私信として引

用しているが，正式な論文として発表されていないので，ここに詳細を報告する．

カッコウが托卵したカヤクグリの巣は，1978年８月１４日に静岡県駿東郡小山町の富士山

須走口登山道の本５合目付近（標高2,400ｍ）で発見した．営巣場所はかなり起伏に富んだ

砂喋地と樹林が帯状に幾筋にもなっており，樹林は風当たりの弱い所では樹高４～５ｍのコ

メツガ乃灘gMz成りe庵加ﾉ”，シラビソＡ６趣"e”〃，ハイマツ〃祁漉”””，ダケカンバＢｇ畑ﾉα

e”α”，ミヤマハンノキＡﾉ"妬沈“”0加極〃などが混生していた．カヤクグリの巣は林縁

より５ｍ程林内に入ったコメツガの地上約１ｍの高さの横枝に作られていた．

７月２２日にカヤクグリの完成した巣を発見したが，この日はまだ産卵されていなかった．

８月１４日この巣でふ化後２～３日と思われる，目も開かない丸裸のヒナ１羽を発見した．こ

のヒナは脇腹などがピンクがかった肌の色に対し，頭から背中にかけてすすけた様な黒っぽ

い肌の色をしていた．

８月２０日，このヒナはカヤクグリのヒナとは明らかに異なり，羽色は白と黒褐色の縞模様

になり，口内が赤くカッコウ類のヒナであることがわかった．ヒナの大きさはカヤクグリよ

り少し小さいくらいに成長しており，目は開いていた．

８月２３日にはヒナは仮親であるカヤクグリより大きく産座いつぱいに成長して，仮親に食

物をねだっていた（図１，２)．

８月２６日にはヒナはますます大きく成長しており，２７日の午後にはヒナは巣の縁に止ま

るまでになり，枝移りによる巣立ちが近い様子であった．観察はこの日までで，巣立ちは確

認できなかった．巣立ち直前の観察から，カヤクグリに育てられていた托卵鳥のヒナは，背

中や翼の羽色は黒褐色で赤褐色の斑紋があり，羽縁の先が白色をしていた．翼縁は明瞭な黒

褐色と白の横縞模様があった．頭部と喉は黒褐色と白の細かい斑模様で，胸から腹にかけて

は黒褐色と白の横縞模様であった．口内は赤かった（図１，２）．後頭部の白斑は発見時に撮

影した数十枚の写真をよく調べたが，このヒナには認められなかった．

ツツドリＣｓα伽、“のヒナの羽色は背面，喉と胸は黒に近い黒褐色で各羽にかすかな白

1997年１２月２４日受理
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Ixll・カッコウのヒナに給餌するカヤクグリ

Fig.１．AnesUing(〕1.CuckoowasiedbyaJapanescAccenlor．
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似'２．カッコウのヒナの漉縁に明瞭な服褐色と白の横統模様がある

Fig.２．ThisnesUinghadcleardal･kblackishbrownandwhitebarsontheedgeofthewillg‘

色羽縁がある．肱は照褐色と''1の横綿であるが横綿は不明瞭で全休が黒っぽく，翼縁は''１

色，時として不鮮lﾘlな淡黒色の横縞がある（III階1980,Higuchi＆Paynel986)．ホトトギス

ｃ加"0c”Ａａｊ"sのヒナの羽色は，ｔｌｍは灰蝋色または照褐色をしており符羽にかすかな|'|色
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羽縁がある．喉と胸は灰黒色または黒褐色と白の帯か，灰黒色または黒褐色地に不規則な白

斑が混じる．腹は白地に灰黒色または黒褐色のはっきりした横縞模様である．翼縁は黒と白

の不明瞭な帯あるいは斑である（Higuchi＆Paynel986)．両種のヒナは共に全体が黒っぽ

く，今回観察したカヤクグリヘの托卵鳥のヒナとは羽色が異なる．

ジュウイチＣ/閲gnxのヒナの翼縁は濃淡のパフ白色で無斑紋である（111階1980)．著者の

10例程の観察では上面から喉まで黒色で羽縁の先は白くなく，口内と目の周囲は黄色をして

おりこのヒナとは異なる．

カッコウのヒナは上面の羽色は暗い褐色に赤褐色の横縞があり，各羽に白色羽縁がある．

頭部に１つか２つの白斑がほとんど全ての場合にある．喉と胸は黒くなく，下面の他の部分

と同様に白と黒の横縞模様になっている．翼縁は黒と白の細かい横縞がある（山階1980,

Higuchi＆Satol984)．また後頭部の白斑については少数ではあるが白斑のないカッコウも

いる（今西貞夫私信)．今回発見した托卵鳥のヒナはカッコウのヒナの特徴とよく一致して

いる．カッコウの生息地の標尚については北アルプスでは標高1600ｍ以下，北海道大雪山

では標高1800ｍ，長野県志賀高原では標高1800ｍの記録がある（消核1981,Nakamura

l990)．今回標高2400ｍの亜高山帯で発見したカッコウの托卵例は最も商い生息地の記録で

ある．

今回の報告を前に妓新のカヤクグリヘの托卵状況を確かめるため，1997年８月２，３，２３，

２４日の４日間，本５合目まで登り林縁を中心に現地調査を行なった．その結果カヤクグリの

3卵が入った１巣と完成した１巣を８月３日に発見した．しかしながら今回の調査は４日間

だけであったので．調査地付近ではカッコウの鴫き）肘および姿を認めることはできなかった．

またカッコウが托卵したカヤクグリの巣は発見できなかった．したがってカッコウが継続し

て托卵しているかどうかは不明であった．

今回報告するに当たり，文献の収集と賞亜な助詞をいただいた和光大学の今西貞夫氏，並

びに一緒に撮影し，ヨーロッパカヤクグリについて教えていただいた伊東賊氏に感謝申し上

げる．
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BroodparasitismoftheJapaneseAccentorPｸ郡"e"α〃6池bytheCuckoo“c"ﾉ妬

αz”〃sonMtFUjiinJapan

YUkihiroYOshida

Tobechou3-1051,Nishi-Ku,Yokohama,Kanagawa220-0042．

AhrstobservationofbroodparasitismoftheCuckooC"““ｃα"0γz4sontheJapanese

Accentorp〃"gﾉﾊz〃6池wasrecordedonMt､Fuji(2,400malt.),Subashinguchi,Shizuoka

Prefecture,centralJapan,onAugustl4,1978．AcuckoonestlingrearedbytheJapanese

AccentorwasidentifiedastheCuckoo，syoungfTomthefOllowingfeatures:（１）theupper

plumageofthisnestlingwasdaIkblackishbrown(DBBher℃afteOwithbrownspeckles,andthe

featherswereclearlyhingedwithwhite,(2)theheadandthroatwereDBBwithwhitefine

speckles,and(3)thebreastandvenmlpartwe唾bandedwithDBBandwhite.'Ihenestlinghad

ClearDBBandwhitebarsontheedgesofthewing・Insideofthemouthwasreddish､Thisisthe

nrstrecordofaCuckoonestlingabovethesubalpinehabitatatthehighestaltitude(2,400mas1.）

inJapan．
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